


































︵ ︵二〇一九年一〇月二八日︱一一月二二日、京都工芸繊維大学美術工芸資料館、主催：京都工芸繊維大学美術工芸資料館、国際日本文化研究センター・機関拠点型基幹研究プロジェクト﹁大衆文化の通時的・国際的研究による新しい日本像の創出﹂ 、監修：大塚英志 国際日本文化研究センター教授︶では、このようなアール・ヌーヴォー風図案が多様な印刷物へと一気に広がった状況に注目し、特に、京都高等工芸学校︵一九〇二︵明治三五︶年創立︶において浅井忠らが担った図案︵デザイン︶教育︻図３︼ 雑誌﹃明星﹄ ︵一九〇〇︵明治三三︶年創刊︶をはじめとする文芸 の表紙絵や挿絵︻図４︼を取り上げ、そ 関連資料︵資料の複製パネルを含む︶






































立近代美術館、二〇〇五年︶が、関東大震災まで射程を広げ、アール・ヌーヴォーにおける美術と工芸・デザイン 間のヒエラルキーを転覆させようとする運動という側面に注意を向けながら、工芸や印刷デザインにおけるその諸相について広く言及している。また デザイン界の動向 うち、浅井忠と京都の図案教育におけるア ル・ヌーヴォーについては、並木誠士らにより研究が重ねられている︵並木誠士 松尾芳樹・岡達也﹃ か デザインへ
︱
近代京都の図案教












だれ髪﹄から﹃月に吠える﹄へ﹄岩波書店、二〇〇八年︶ 。さらに、大塚英志が、特に一条成美の挿絵類 注目し、 ﹃明星﹄をはじめとした文芸雑誌とそ 周辺 おけるアール・ヌーヴォーを ﹁無名性﹂ ︵大衆性︶を帯びた担い手における近代的自我の芽生え いう観点から捉え直し、その描写が少女まんがにおける表現につなが 可能性を指摘している︵ ﹃ミュシャから少女まんがへ
︱
幻の画家・一条成美と明治
のアール・ヌーヴォー﹄ＫＡＤＯＫＡＷＡ 二〇 九年︶ 。本展は、これらの研究をふまえながら、大塚氏 著書に沿う形で、文芸雑誌表紙絵と京都の図案教育におけるアール・ヌーヴォー調図像の流動性に注目し企画され ものである
このように、本展は、これらのアール・ヌーヴォー風図案
が、いつ頃、どのような人々によって、どのよう 手がけられたのか、それらの図案は、どのようなプロセスを経て多様
な印刷物へと広がっていったのか、なぜ、それら印刷物の描き手／受け手は、これらアール・ヌーヴォー風図案を取り入れ／受け入れ、魅了されたのか、についてささやかな考察を試みるものであったが の考察課題は﹁大衆文化研究﹂に照らすならば、次の三点において意義があると思われる。第一に、近代日本における印刷物で共有された最初の西欧由来のデザイン様式︵流行としてのモード︶であると考えられる点。第二 印刷術・写真術という機械的複製技術 よる複製文化 勃興期において、多様な大衆的図像が共有し 表現形式の一例と考えられる点。第三に、花や愛らしい女性のモチーフ、波打つような曲線によ 装飾性といったアール・ヌーヴォー風図案における諸要素が 竹久夢二らの抒情画などの大正期以降 大衆的図像へと引き継がれ変奏されていくと考えられる点。
これらのアール・ヌーヴォー風図案が大衆性を帯びつつ多





















関係を促進していく基礎、つまり市民レベルでの協力の基礎がある。そのような友好的な背景の中で、ベトナムでは日本語を勉強する人が増えており、さら 日本について調べたい、研究したい も る。ベトナムの高等教育における高度な人材育成 実現させるための日本語学習を普及させることを目的と て、近年の日本学研究の とこれからの課題について紹介していきたい。︻日本語学習者急増︼
日本語教育の歴史については、近年の三〇年間、つまりベ
トナムドイモイ︵一九八〇年︶改革時代以降から日本語教育が大きく発展している。ベトナムにおけ 日本語学校、日本学科などが相次いで設立され、その結果、日本語学習者も急増している。以下では、ベトナムの日本語教 の歴史的な流れ、日本語学習への動機につ て、そして、ベトナムにおけ
